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研究の対象 2013年4月1日～2017年3月31日　PADに対する血行再建術、リハビリを行った患者

研究目的・方法
本研究の目的は、PAD患者において生命予後を規定する身体機能特性を明らかにし、術後のリハ
ビリについて考察することである

研究に用いる
試料・情報の種類

データ収集方法：カルテより情報を抽出する
抽出内容：基本情報(年齢、性別、BMI)、併存疾患(高血圧、高脂血症、糖尿病、喫煙歴、冠動
脈疾患、血液透析、脳血管疾患の有無)、潰瘍壊死の有無、退院時の歩行状態、栄養状態、退院
後の下肢切断の有無、死亡日

外部への
試料・情報の提供

外部へ試料提供は無い

個人情報の取り扱い
使用した情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。
また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

利益相反の有無 　有　・　無　（　　　　　　　　　　）

お問い合わせ先

廿日市市地御前１丁目３番３号
ＪＡ広島総合病院　　　心臓血管外科
研究責任者：小林　平
TEL：0829-36-3111　/　FAX：0829-36-5573

備考
・第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会での発表予定
・対象をCLIに限定し、論文投稿予定(雑誌未定)

2020年　1月　14日

ＪＡ広島総合病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研
究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


